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肝 臟 實 質 細 胞 ニ於 ケ ル 生 體 色 素 攝 取

 竝 ニ排 泄 ニ關 ス ル1新 知 見 補 遺

    岡山醫科大學病理學教室(田 部教授指導)

      田 邊 郁 郎

       [昭和8年8月7日 受稿]

               Aus dem Pathol. Institut der med. Fakultat, Okayama.

                       (Leiter: Prof. Dr. H. Tanabe).

Beitrag zur vitalen Farbstoffspeicherung und Farbstoffaunsscheidung der

                        Leberparenchymzellen.

          Von

     Dr. I. Tanabe.

Eingegangen am 7. August 1933.

    Obwohl das Verhalten der Leberparenchymzellen gegen den parentearal einge-

fuhrten Vitalfarbstoff bereits oft untersucht wurde, herrscht bis jetzt doch noch keine

Ubereinstimmung in den Resultaten, solange die Forschungsmethoden verschieden sind.

    Bei Ratten von 70-160g. Korpergewicht injizierte Verfasser intraperitoneal 1,5 cc

einer 4% igen Lithion-karminltosung pro 80g. Korpergewicht unter leichter Aether-

narkose. Die Tiere wurden in bestimmten Zeitintervallen von 20 Minuten bis zu

8 Stunden nach der Injektion getotet, die Leber wurde in 10% iger Formollosung

fixiert und in Paraffin eingebettet.

    Die Schnitte wurden einfach mit Hamatoxylinlosung gefarbt. Fur die Endothel-

farbung der Leberkapillaren wurde Eosin-Phosphormoribdensaure-Methylblaufarbung

(Hamazaki'sche Medifikation) benutzt.

    Aus diesen Experimenten ergeben sich zusammengefasst folgende Schlusse:

    1) Wenn man in die Rattenbauchhohle eine ziemlich grosse Menge Lithionkarmin-

losung appliziert, so kann man eine Stunde nach der Injektion eine eigenartige "tropfige

Farbstoffspeicherung" der Leberzellen festetellen. Diese Erscheinung wird bis zu

5 Stunden nach der Injektion allmahlich deutlicher danach schwacht sie sich mit der

Zeit aber ab und ist 8 Stunden nach der Injektion meist verwischt.
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   2) Diese "tropfige Farbstoffspeicherung" erscheint in den Leberzellen der
Azinusperipherie, insbesondere in den Zellen, welche in der Nahe des Azinuswinkels

liegen.

   3) Die Mehrzahl der Farbstofftropfen geht in die Blutkappilaren uber und gerkat
in Zerfall oder wird von Sternzellen aufgenommeu. Durch Eindickung der Eiweiss-

grundsubstanz Werden die ubrigen Farbstofftropfen als. Pigmentgranula ausgeschieden,
und die letzteren werden auf der Vacuolenwand. sesshaft.

   4) Aus Grund der oben angefuhrten Tatsachen kann man diesee "tropfige Farb-
atoffspeicherung" als einen Abwehrvorgang der Leberzellen gegen die rasche, all-

gemeine Uberschwemmung des von der Pfortader eingefuhrten Giftes ansehen.

   5) Verfasser glaubt, dass diese "tropfige Farbstoffspeicherung" eine noch nicht
beschriebene Form der vitalen Farbstoffspeicherung der Leberzellen ist. (Autoreferat.)
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   文 獻

第1章 緒 言

 非經 口 的 ニ 動 物 生體 内 ニ輸 入 セ ラ レ 々ル 色

素 ノ運 命 ニ就 テ ハ,既 ニ種々 ナ ル 檢 索ヲ 遂 ゲ

ラ レ,殊 ニReticulondothelialsystemニ 於 ケ

ル 色 素 攝 取 ノ状 況 ハ闡 明 セ ラ レ タル 所 多 シ ト

雖モ,色 素注射 後短時間 ニ於ケル實質細胞,

就 中肝臟 ノ夫 レガ色素 ニ對 スル態度ニ就テハ

其 ノ檢索未ダ十 分ナ ラズ,研 究 ノ餘地 アル ヲ

思 ハシム.

第2章 文 獻

 Michaelis (1900), Arnold (1901-1902) 等 ハ

夙 ニ肝 臟 腺細 胞 ノ生 體 染 色 ヲ 行 ヘ リ.1904年

Ribbertハ 家 兎 ニ就 テ 「リチォ ン-カ ル ミ ン」ヲ反

覆靜脉 内 ニ注 射 シ,各 種臟 器 ノ實 質細 胞 ニ於 ケ ル

色素攝 取 ノ状 況 ヲ窺 ヘ リ,即 チ肝臟 ニ於 テ ハ其 ノ

實 質細 胞 内 ニ「カル ミ ン」顆粒 ヲ認 メ,其 ノ原形 質

内 ニ於 テ多 角 形又 ハ 不完 全 ナ ル圓 形 ヲ呈 シ,胞 體

中央 部即 チ核ノ 周圍 ニ存 ス.肝 細胞 ノ外,毛 細 血

管 内皮 細胞 モ亦 強 ク「カ ル ミン」ヲ攝 取 シ,而 カモ

腺 細胞 ヨ リモ速 カニ且強 ク起 ル コ トヲ認メ タ レ ド

モ,膽 道毛 細 管及 ビ膽 道 内 ニ「カル ミン」顆粒 ヲ認

メ ズ,從 ツテ膽 汁 モ亦赤 染 セ ザ リキ ト云 フ.Sch-

lecht (1907)モ 亦 同樣 ナ ル所 見 ヲ得,且膽 道 竝 ニ膽

汁 内 ニ「カル ミン」ヲ認 メザ ル ガ故 ニ,肝臟 細 胞 ハ

「カル ミン」排 泄 ヲ營 マ ズ,尚 ホ色 素顆 粒 ハ肝 細 胞

内 ニ於 テハ腎臟 ニ於 ケ ル ヨ リモ遲 ク出現 シ.夫 レ

ヨ リモ角 立 チテ 且大,核 ノ周圍 ニ存 在 ス ト.Sch.

ulemaun (1912)ハ 「ト リパ ンプ ラウ」及 ビ 「ピ ロー

165



856 田 邊郁 郎

ルブ ヲウ」ヲ「ラ ツテ」及 ビ「マ ウ ス」ニ及 覆 皮下 注

射(30囘)ヲ 行 ヒ シモ,肝 實 質細 胞 ニ色 素顆 粒 ヲ認

メ得 ザ リキ.之 ニ反 シKnozynski (1922)ハ 「マ ウ

ス」竝 ニ哺 乳期 ノ「マ ウス」ニ於 ヲ 「トリパ ンプ ラ

ウ」ト同時ニ 「ペ プ トン」ノ非經 口的輸 入 又ハ「レ ン

トゲ ン」照 射 ヲ行 フ コ トニ ヨ リテ,肝 細胞 内 ニ色 素

ヲ證 明 スル コ トヲ得 タ リ.Glasunow (1927)ハ 海

〓 ニ於 テ「ト リペ ンプ ラ ウ」ニ毎 日1囘(體 重250g)

ニ就 キ1%液1.0cc)腹 壁 皮 下ニ 注射 シ,既 ニ兩3

囘 ノ注 射 ニ ヨ リテ,肝 細 胞 内 ニ於 テ核 周圍 ニ色素

顆粒 出 現 シ,7日 ニ シテ連鎖 状 又 ハ念 珠状 ニ擴 大

シ分岐 セ ル小杆 状 トナ リ,30日 ニ シテ著 明 ナル網

眼 ヲ形 成 シ,其 ノ他 ノ胞 體 部 ニハ常 ニ色 素 ヲ認 メ

ズ,又 膽道 上皮 ニ於 テ モ,其 ノ骰 子形 ナ ル ト圓柱

形ナルトヲ問ハズ,14日後 ニ核上部ニ小圓形時ト

シテハ分 岐 セル顆 粒 ヲ認 メ タ リ ト云フ.Sawelsohn

(1928)ハ 「ラ ツテ」 「マ ウ ス」及 ビ海〓 ニ於 テ,「 リ

チ オ ンー カ ル ミン」及 ビ「トリパ ンプ ラウ」ヲ皮下,

靜脉 内及 ビ腹 腔 内 ニ注射 シ,10-30日 反覆 ノ後,

「ト リパ ンプ ラ ウ」ニ於 テ ノミ 肝 實 質細 胞 内沈 着 ニ

成 功 セ リ.而 シテ當初核 周圍 ニ於 テ多 角形 ノ淡 染

セ ル小 顆 粒 トシテ現 ハ レ,後 漸 次 コ レガ増 大 スル

コ トヲ認 メタ リ.而 シテ本 顆粒 ノ出 現 ハ色 素 ノ全

量,試 驗 ノ持續.毎 囘 ノ注射量 ニ關 シ,又 色素 攝

取 カハ動 物 ノ種類 ニ ヨ リテ異 ル コ トヲ認 ベ タ リ.

清 野 ハ靜脉 内注射 ニ ヨ リテ8時 間後 ニ於テ初 メ テ

肝 細 胞内 ニ素 色 ノ出 現 スル ヲ認 メタ リト.

第3章 檢査材材概及ビ方法

 材科 ハ體 重70-160gノ 「ラ ツテ」ヲ用 ヒ タ リ.

 注射 液 ト シテ ハ4%「 リチオ ンー カ ル ミン」液,

即 チCarminum puriss (Nacarat) II, Merckヲ4

%ノ 割 合 ニLithium carbonatumノ 飽和液 ニ混

ジ,重 湯 煎 ニ掛 ケ溶解 セ ルモ ノヲ使用 セ リ.

而 シテ 被 檢 動物 ノ體 重80gニ 對 シ前 記 溶液 ノ

1.5ccノ割 合 ヲ以 テ,〓 キ 「エ ーテル 」麻醉 ノ下 ニ

腹 腔 内 ニ注射 シ,爾 後20-30分 ノ 間隔 ヲ以テ 動

物 ヲ屠 殺 シ,肝 臓 ヲ取 出 シ,4倍 「フォ ル マ リン」

液 中 ニ テ固 定,「 ア ル コ ール」,「ク ロロフ ォル ム」

ヲ通 ジテ,「 パ ラ フイ ン」包埋 法 ヲ施 シタ リ.

 切 片 ハ厚 サ3-5「 ミク ロ ン」トシ,「パ ラ フイ ン」

脱 去 後,稀 薄 ナルDelatield氏 「ヘ マ トキ シ リン」

液 ニテ 短 時間 染 色 シ,水 洗後,脱 水,「キ シロ ール」

ヲ經 テ「パ ル サム」ニ テ封鎖 セ リ.

 尚 ホ肝臟 ノ血 管壁 ヲ染 色 スル 目的 ニテ 「エオ ジ

ン」―燐 モ リプ デ ン酸― 「メ チー ル」青 染 法(濱 崎 氏

變 浅)ヲ 行 ヒ タ リ.即 チ同 法 ヲ摘 記 ス レバ,切 片

ハ 可 及的薄 キ ヲ可 トシ,「 パ ラ フイ ン」脱 去 後

1) 30分 間1%「 エ オジン 」液(但 同 液10ccニ

對 シテ氷 酷酸1-2滴 ヲ加 ヘ タル モ ノ)中 ニ テ染色

シ,次 イデ蒸餾 水 ヲ以 テ洗 ヒ,更 ニ

 2) 1%燐 「モ リブ デ ン」酸 液 ニ1-2秒 間浸 シ

タル後,蒸餾 水 ニテ 洗 フ.次 ニ

 3) 0.1%「 メ チール」清液 ニテ5分 間 染色 ノ後.

蒸餾 水 ニテ 瞬間 水洗 シ,

 4) 95%「 アル コホル」中 ニテ 切片 ヲ搖 リ 動 カ

シ ツツ,切 片 ノ全體 ニ均等 ナ ル分別 及 ピ脱 水 ヲ施

ス.最 後 ニ

 5) 純「ア ル コホ ル」「 キ シロ ール」ヲ經 テ,「 パ

ル サム」ニテ封 ズ.

第4章 實驗成績及ビ其概括

記載ノ簡明及 ビ彼此對照 ノ便宜 ヲ期 スルタ メ,次 ノ表 ヲ以テ示 ス.
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      實 驗 成績概括

 白鼠 ノ腹腔内ニ「リチオンーカ ル ミン」溶液

ノ大量 ヲ注入 スル時 ハ,注 入後既ニ1時 間 ニ

シテ少數 ナガ ラ肝細胞原形質内ニ淡紅 色ノ蛋

白滴状物 ヲ現 ハス.本 滴 状物 ハ多 クハ核ニ近

ク存 シ,内 ニ微細粉末 状ノ色素顆粒 ヲ認ム.

形 ハ圓 形或ハ橢圓形ニ シテ,長徑平 均6「 ミク

ロン」ヲ算 ス.滴 ノ周圍 殊ニ大ナルモノニ於テ

ハ稍々宏キ透明ナル輪状帶 ヲ繞 ラスモ,之 ハ

切 片製作ニ方 リテ滴 ノ萎縮 ニヨリテ生 ゼシ人

工的間隙 ナ リヤ,又 ハ貪喰サ しタル異物 ノ周

圍 ニ屡 々認 メラル ル所謂Verdauungszoueナ

リヤハ未 ダ決定的組織像 ニ接 セズ.

 注 入後2時 間,3時 間 及ビ4時 間 ニ於テ滴

状物 ハ増加竝 ニ増大 シ,大 ナルモノハ15「 ミ

クロン」ニ達 シ,肝 細胞胞體 ノ殆 ド全部ヲ占

有 シ,核 ハ壓排 セラレテ偏在セルモノアリ.

カカル肝細胞核 ハ屡 々變性 ニ陷 リ,萎 縮或ハ

破碎 ヲ起 セルモア リ.滴 状物ハ1時 間 ノ場合

ニ比 シテ一般ニ稍 々著色度 テ加 フルモ,内 ニ

藏 スル色素顆粒 ニハ著明ナル増加 ヲ來サズ,

滴 状物 ハ概 シテ肝 小葉周邊部ニ散 在性ニ現ハ

ルル モ,往 々又 集族性 ニ出現 ス.1箇 ノ肝細

胞中ニハ通常1箇 ノ色素滴 ヲ有スルモ,稀 ニ

小ナル滴2箇 ヲ有 セルモアリ,然 レドモ脂肪

滴 ニ於テ認 メラルルガ如 ク小滴互 ニ癒合 シテ

大滴 ヲ形成 スルガ如 キ像ニ接 セズ,即 チ滴 ノ

増大ハ個 々獨立的 ニ起 ルモノ ト想像セラル.

 注 入後5時 間 ヲ經タルモノニ於 テハ,色 素

滴状物 中ニ稍 々粗大ナル色素顆粒 ヲ生 ジ,蛋

白基質 ハ却 ツテ褪 色ヲ起 シ,「 ヘマ トキシリ

ン」ニ淡染ス ルモノアリ.更 ニ時間 ノ經 過 ト

共 ニ滴 ノ中心部・褪 色著 明ニシテ透徹化 シ,

終 ニ空胞 ト化 シ,該空 胞 ノ周圍 ニハ稍 々粗大

色素顆粒 ヲ認 ム.又 時間 ノ經過 ト共ニ滴状物

ハ濃縮 セ ラレ,終 ニ圓形 ノ色素塊 ト化スルモ

ノア リ.

 5時 間 後ニ於テハ,屡 々上記滴状物 ノ 毛細

血管中ニ遊離セルモノヲ認 ム.滴 状物ガ如 何

ーシテ血管中ニ遊離ス ルニ至ルヤ,其 ノ機 轉

ニ次 ノ3樣 ノ方法 ア リ,即 チ

 第1法 滴 状物ガ肝 細胞胞體内ニテ漸次増

大スルニ際 シ,最 モ抵 抗少キ血管腔 ニ向 ツテ

膨 出 シ,其 ノ部 ニ於テ原形質膜 ヲ破 リ,滴 周

圍 ノ透 明輪 ハ血管腔 ト通 ズ ル ニ至 ル モ ノナ

リ.斯 ノ如 キ滴状物 ハ云 フ迄モ ナク10「 ミク

ロン」以上ニ増大セルモノナル故ニ,縦 令,血

管腔 ト相通 ズルモ滴 ハ毛細管腔 進出スル コ

トナク,血 液ガ透明輪内ニ流 入 シ,滴 ハ血液

中ニ浮游 サルルニ至 ル.

 第2法 滴 ヲ有スル肝細胞ガ變性壤 死 ニ陷

リ,上 記類似 ノ方法 ニテ,血 液中ニ浮游サル

ルモノナ リ.

 第3法 小 ナル色素滴状物ハ恐 ラクハ肝細

胞 ノ有 スル排泄作用 ニヨリテ毛細管中ニ放出

サルノレモノナル ベ シ.小 ナ ル滴状物 ハ時間

(7-8時 間)テ經 過 セル例 ニ於テ,毛 細管腔 ニ

稍 々多數 ニ認メ得.

 カ クテ5時 間以後 ニ於 テハ肝細胞中ノ滴 状

物 ハ漸次減少 シ,注 入後8時 間 ニ於 テハ之 ヲ

見出ス コ ト困難ナ リ.

 尚 ホ滴状物 ト血管腔 トノ關係 ヲ精細ニ檢 セ

ンガタメ,「 エオ ジン」―燐「モ リブ デン酸―

メチール」青染色 ヲナス トキハ,毛 細管壁ハ繊

細 ナル青 色線 トナ リテ認 メラレ,赤 血球 ハ光

輝 アル深紅色ニ染 リナ檢索ヲ容易ナ ラシム.
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而 シテ血 中ニ陥 レル滴状物 ハ,一 部 ハ星芒状

細胞 ニ攝取サ レ,一 部 ハ血中 ニテ崩壊 スルモ

ノナルベ シ.

 本實験 ニ於 テ「リチオ ンー カルシ ン」腹腔内

注 入後,肝 細胞 ニ於テ最初ニ認 メラルル生體

色素攝 取 ハ上記色素滴状物 ノ出現 ナ リ.即 チ

色素注入後既ニ1時 間 ニシテ認 メラレ,星 芒

状細胞 ノ生體 色素攝 取開始 ト殆 ド時 ヲ同 ジク

スルモノナ リ.然 レドモ本法ニ依 ル色素攝 取

ハ一過性 ノモノニシテ,大 部分 ハ再 ビ血 中ニ

滴 状物 ト共 ニ放出 セラレ,色 素顆粒 又ハ塊 ト

ナ リテ肝細胞體 中ニ留 マルハ極一少部分 ニ過

ギズ.而シ テ注入後6時 間40分 ヲ 經過 セ シ

例 ニ於テ,肝 細胞胞體中ニ散在性 ニ 「カル ミ

ン」 色素 ノ小顆 粒 ヲ極少数 ニ認 メ,其 ノ後時

間 ノ經過 ト共 ニ著明ナル色素攝 取 ヲ營 ミ,肝

細體中ニ稍 々平等 ニ散布サ レタル粗大ナル色

素顆 粒 ヲ認ムルニ至 ルモノナ リ.是即 チ從來

知 ラレタ ル肝實質細胞 ノ生體色素攝 取 ニ シ

テ,余 ノ此所ニ述 ベシ 甚 ダ 早期 ニ出現 スル

「滴状 色素攝取」トハ自カラ別 アリ.

 星芒 状細胞 ニ於テハ,注 射後1時 間ニ シテ

肝細胞 ヨリモ稍 々強ク「カル ミン」ヲ攝取 シ當

初ハhomogenナ レ ドモ,漸 次 小顆粒状 ニ現

ハ レ,原 形質ハ強ク腫大シ,時 間經過 ト共 ニ

其ノ数 ヲ増 シ,主 トシテ小葉間質 ノ隅角部 ニ

出現 ス.注 射後6-7時 間 ニ於 テ,其 ノ胞體 ニ

空胞 ヲ有 スルモノモ認 メラレ,又 肝細胞 ヨリ

逸出 シタル色素滴状物 ヲ食喰 セ ル モ ノモ ア

リ.注 射後8時 間 ニシテ益 々其 ノ数 ト強サヲ

増 シ,啻 ニ小葉 ノ周邊部 ノミナ ラズ,内 部ニ

於 テモ認 メラルルニ至ル.

第5章 考 按

 文 獻 ニ徴 シ,生 體色素注入 ノ肝臓 ニ對 スル

作 用ヲ按 スルニ,固 ヨリ動物 ノ種類 ニヨリテ

異 ルベ キモ,大 要次 ノ3樣 ノ關係 ヲ示 ス.

 1. 星 芒状細胞 ヲ顆粒状 ニ染色 ス.

 2. 肝 實質細胞 ヲ染色ス.

 3. 膽 汁 内ニ出現 ス.

 而 シテ此3者 ガ互 ニ如何ナル關係 ヲ持 スル

モノナ リヤ,又 如何ナル要約 ニヨリテ發現上

種 々影響 セラルル モノナ リヤハ未 ダ全 ク明カ

ナ ラズ.

 膽 汁 内 ニ 色 素 ノ排 泄 セ ラ ル ル コ トハ 既 ニ

1866年 ChrzonszczewskyガIndigoschwe-

felsaures Natronヲ 血 中 ニ注 入 シ,之 ガ 高 濃

度 ヲ似 テ 膽 汁 中 ニ排 泄 セ ラ ル ル コ ト認 メ タ

リ.サ レドモGoldmann(1909)ハTrypan-

blauヲ 膽 汁中ニ證明シ,此 際肝臓 中最モ多量

ニ色素 ヲ攝取 スルモノハ星芒状細胞ニ シテ,

 腺細 胞及 ビ膽道上皮 ニ色素顆 粒 ヲ認 メザ リ

シヲ以テ,色 素ハ之等細胞 ニ無關係 ニ血液 中

ヲリ擴散性 ニ直接膽 汁中ニ移行 スルモノニ シ

テ,色 素排泄 ニ關與スルモノハ星芒状細胞ナ

ルベ シ ト云ヘ リ.而 シテ v.Uollendorff(1916)

モ亦 家 兎肝 ニ於 テ多数 ノ酸性色素 ヲ試験 シ,

其 ノ嚢痩管 ヨリ探取 セル膽 汁中,擴 散性 ニ富

ム色素程高濃度 ニ出現 スル コ トヲ認 メ,且 肝

實質細胞ハ色素排泄ニ與 ル所無 カルベ シ ト推

定 セ リ.

 之 ニ對 シ多田氏(1926)ハ 肝 臓 ノ色素排泄 ヲ
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 營 ムモノハ星芒状 細胞ニ非ズシテ肝實質細

胞ナ リ即チ同細胞ノ分泌機能ニ 因ルモノナ リ

ト結論 セ リ.

蓋 シ膽道上皮又ハ肝實質細胞ノ染色 ト肝臓

色素排泄 トヲ同一視 スル コ トハ不合理ニシテ

實際膽道上皮毛細管 ヲ少 シモ染色 スル コ トナ

クシテ膽汁中ニ析出 セラルル色素ハ多数 ニア

リ,又一 定細胞ガ色素 ヲ攝取 スル ト否 トハ當

該細胞ノ基礎物質 ト其 ノ色素 トノ親和力ニ關

スルモノニ シテ,色 素排泄 ト色素攝 取 トハ常

ニ並行 シテ行ハルベキモノニ非ズ.

 生體 染色ニ關 スル從來 ノ記載 ニ從ヘバ,肝

臓ニ於テ最 モ早 ク色素攝 取ヲ螢ムハ星芒状細

胞ニシテ,色 素 注入後1-3時 間ニ於 テ著明

トナル.之 ヨリ少 シク遅 レテ間質中ノ組織球

ニ於 テ色素顆 粒 ヲ著明ニ認 メ得 ルニ至 ル.而

シテ肝實質細胞中ニ色素顆粒 ヲ現ハスハ注入

後数時間以上 ヲ要 シSteckelmacherハ 「トリ

ヂ ン」青注入後8時 間ニシテ本色素顆粒 ヲ肝

細胞内ニ認 メタ リト云フ.

 然 ルニ豫ノ實験 ニ於 テハ色素注 入後速 カ

ニ,星 芒状細胞 ノ色素攝 取開始ト殆 ド同時ニ

「カル ミン」色素 ハ可成大 ナ ル滴状物 トシテ

肝細胞原形質中 ニ出現 シ,内 ニ微細粉末状 ノ

色素顆粒 ヲ現ハス.此 色素顆 粒ハ時間 ノ經過

ト共 ニ著明 トナルモ,大 多数 ノ滴状物ハ 色素

顆粒 ト共 ニ再 ビ血液中ニ遊離ス.然 シ乍 ラー

部 ノ滴状物ハ共ノ蛋白基質 ノ濃縮 ヲ起 シ,色

素顆粒ハ小塊團 トナ リテ肝細胞體 ニ長ク残留

シ,又 滴状物 ノ空胞性變性 ヲ起ス際ニハ一部

ノ色素顆粒 ハ空胞壁 ヲナス肝細胞原形質 ニ沈

着ス.即 チ肝細胞 ノ滴状色素攝 取ハ一 過性ノ

現象ナル モ.内ニ含 有スル 色素ノ一部ハ 色素

顆粒 トシテ持績的 ニ肝細胞内ニ残留 シ得ル モ

ノナ リ.尚 ホ上記3種 ノ樣式ニ依 テ色素滴状

物ガ肝細 胞 ヨリ血管中ニ出ル ノ事實 ハ特筆 ス

ベキ像ナ リ.惟 フニ肝細胞ハ細胞膜 ヲ有 セズ

叉肝毛細血管 モ亦極 メテ鬆疎 ナル壁 ナルガ故

ニ,斯 ノ如 キ一見奇異ナル現象 ヲ可能ナ ラシ

ムルモノナルベ シ.

 人體肝實質細胞ニ於テ稀 レニ大滴状物 ヲ證

明シ得ルコ トハWegelinノ 報告 ニ徴 シテ明

カナ リ.氏ハ實験的ニ白鼠 ヲKase或 ハKasein

ニ テ飼養 シ肝細胞 ニ於 テ 所謂hyalintrop-

fige Degenerationノ 像 ヲ證明セリ. Gross

及 ビ共ノ門弟(Neuhausu.Henry)モ 亦 白

鼠 ノ蛋 白扁食ヲ行 ヒ,其ノ肝組織 ニ就 キBerg

ノMethylgrun-Pyronin染 色 法,化 學的蛋 白

ノ定量 法及 ビMarburg氏 法 ニ ヨリ肝組織片

ノ酸素消費量 ノ定量 ヲ行 ヒ,肝 細胞體中ノ滴

状物ハ疑 ヒモナク肝細胞 ニヨリテ攝取サ レタ

ル蛋白質ナル コ トヲ確證 セリ,然 ルニ生體色

素注射ニヨリテ肝細胞中ニ大ナル色素滴ヲ證

明セシハ,Steckelamacherガ 多数 ノ實験例

中砒素ノ皮下注射 ヲ竝 ビ行 ヒシ家兎ニ於テ唯

1囘 之ヲ經験セシノミ,尚 ホ又余 ノ寡聞ヲ以

テスレバ,細 胞中ニ生 ゼルカカル大ナル滴状

物ガ直接血管腔中ニ移行 スルガ如 キ機轉 ハ生

理的ニモ亦病理的ニモ未 ダ記載セラレザル所

ニシテ,興 味 アル事實ナ リ ト云フベ シ.

 帥 チ本實験方法ノ如 ク多量 ノ色素 ヲ有 スル

門脉 血液ガ肝臓 ニ達スル際ニハ肝實質細胞 ハ

早期ニ「滴状色素攝取」ヲ螢 ムヲ知ル.本 滴状

物ハ爾後数時間ノ經過ニ於テ其 ノ大部分ハ血

液中 移行 スルモノナル故 ニ,一過性ノ 現象ニ

シテ門脉 ヨリ肝ニ達 セル多量 ノ色素 ガ一時 ニ
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全身 ニ漲溢 スルヲ防 グ調 節的保護機轉 ト見做 スベキモノナ リ.

第6章 結 論

 1. 白鼠 ノ腹腔内ニ稍 々大量 ノ 「リチオ ン

-カ ル ミン」溶液 ヲ注入スル トキハ.注 入後

1時 間ニ シテ肝細胞 ニ「滴状色素攝 取」ヲ認ム.

本 現象ハ注 入後約5時 間ニ 至ルマデ漸次著明

トナ リ.其 ノ後時間 ノ經過 ト共 ニ減弱 シ,8時

間 ニ於 テ大體 消失 ス.

 2. 該 色素滴状物ハGlisson氏 鞘,殊 ニ其

ノ隅角ニ近 キ肝細胞中ニ好 ンデ出現ス.

 3. 色 素滴状物 ノ大多数 ハ血液 中ニ移 行

シ,其 ノ一部 ハ星芒状細胞ニ攝取 セラレ,一

部 ハ血液中ニテ崩壌 ス.色 素滴状物 ノ一部 ノ

モノハ肝細胞中ニテ蛋 白基質 ノ濃縮或 ハ吸牧

セラルル コ トニョリ,色 素ハ顆粒 トナ リテ原

形質 ニ沈着 ス.

 3. 此「滴状色素攝 取」ハ門脉 血液中ニ一時

ニ多量 ノ色素ノ現 ハ レタル場合急激ナル色素

ノ全身的漲溢 ヲ防グ肝細胞 ノ調節的 保護機轉

ト見做 スベキモノナルベ シ.

 5. 本肝 細胞 ノ「滴状色素攝 取」ハ未 ダ記載

サ レザ リシ該細胞 ノ生體色素攝 取ノ一新樣 式

ナ リト信 ズ.

  終 リニ臨 ミ田部教授竝ニ濱崎助教授ノ御指導
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附 圖 説 明

第1圖 白鼠第2號

    「リチオンーカルミン」腹腔内注射後2時

    間 殺,

    (T) 肝細胞中ノ5箇 ノ色素滴

    (G) 「グ リソγ」氏鞘

第2圓 白鼠第7號

   「リチォソ-カ ルミン」腹腔内注射後7時

   間 殺.

   (T) 肝細胞中ノ3箇ノ 色素滴.滴中ニ大

      ナル空泡ヲ生 ジ色素ハ顆粒 トシテ

      空泡壁ニ析出サレタルヲ見ル
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